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論文内容の要旨

従来顎筋活動に影響する各種感覚要素として口腔内の各種感覚たとえば歯根膜，顎関節，舌および

顎筋からの求心性情報などが取りあげられ，これら各部からの感覚情報が顎筋活動にいかに作用する

かについてはそのおおよその生理学的機構が解明されてきた。しかし岨鴫，会話などの口顎運動時に

は多かれ少なかれ顔面の運動も関与しているので顔面よりの知覚情報あるいは顔面筋よりの求心性情

報が有機的口顎運動の達成にいかに関与しているかをも解明する必要がある。

本研究は顔面神経を介する求心性情報が顎筋活動に対していかなる影響を及ぼしているかまた三叉

神経を介する求心性情報が顔面筋活動に対していかなる影響を及ぼしているかを分析したものである。

研究はその第一段階としてヒトについて各種口顎運動時に口輪筋と顎筋の活動の聞に存在する機能

的関係を分析し，第二段階としてその背後に存在する神経一筋機構をネコについて分析したものであ

る。

ヒトについての測定実験では側頭筋前腹わよび後腹，日交筋，上唇，下唇，頬筋，舌骨上筋群，舌骨下筋群，

胸鎖乳突筋および僧帽筋より筋電図活動を同時誘導記録した。動物実験にはネンブタール麻酔ネコを

用い，閉口筋支配運動ニューロンに対する顔面神経刺激効果は殴筋反射電位 (MR P) および岐筋支

配運動ニューロンのシナプス電位を指標に，また開口筋支配運動ニューロンに対する顔面神経刺激効

果は舌-顎二腹筋反射電位およびシナプス電位を指標にして検討した。また口輪筋支配運動ニューロ

ンに対する顔面皮膚，顎筋および舌からの求心性神経の刺激効果は口輪筋支配の単一運動神経より得

られる自発性放電を指標として検討した。
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ヒトにりいては口輪筋は各種の口顎運動に際して舌骨上筋群と共に働くことが広く認められた。と

くに岨鴫時，口輪筋活動は舌骨上筋群活動と類似した時間経過ならびに活動パターンを示した。また

特定の顎の運動に際して口輪筋と岐筋は相反的パターンを示すことが明らかになった。これらヒトに

ついて得られた口輪筋と峻筋の活動の聞に存在する相反的活動の背後にある神経機構の分析を狙った

動物実験の結果を次に示す。すなわち顎筋支配運動ニューロンに対する口輪筋支配の顔面神経刺激効

果は次の如くであった o p交筋反射電位 (MR P) に対する顔面神経刺激効果は促進一抑圧であった。

すなわち条件一試験刺激間隔が 5 -25msの時期に MRPの増強が生じ，両刺激間隔が25ms を越えると

MRPの抑圧が認められた。この抑圧効果は両刺激間隔が25-30ms の時期にピークに達し約50ms で

抑圧効果は減少した。両刺激間隔が50ms以上になると再び抑圧が生じ約200ms以上にわたって抑圧

が続いた。日交筋支配運動ニューロンでは顔面神経刺激(運動神経の闇値の4.6-8.2倍)により EPSP

IPSP からなるシナプス電位が記録された。この EPSP， IPSPの潜時はそれそ、、れ10ms ， 15msで、あ

った。なお顔面神経刺激により日交筋支配運動ニューロンに誘発される IPSPはストリニシン感受性

IPSP と抵抗性 IPSP より成り立っていた。舌-顎二腹筋反射電位に対する顔面神経刺激効果は促進

一抑圧であった。すなわち条件一試験刺激間隔が20-30msの時期にこの反射電位の増強が認められ

た。両刺激間隔が30ms を越えるとこの反射電位は抑圧され， この抑圧効果は両刺激間隔が40-60ms

の時期にピークを示し約60ms より徐々に減少し約250ms まで続いた。顎舌骨筋支配運動ニューロンに

対する顔面神経刺激効果も促進一抑圧であった。なお開口筋支配運動ニューロンより顔面神経刺激で

EPSP-IPSPが記録できた。すなわち顔面神経中の求心性神経は顎筋支配運動ニューロンと興奮ー抑

制のシナプスで結合していることが明らかとなった。

次に口輪筋支配運動ニューロンの活動は三叉神経第二，第三枝支配領域の触圧刺激で促進されるが，

第一枝支配領域の触圧刺激では影響されなかった口この Trigemino-Facial Reflex の潜時は約 7 ms 

であった。口輪筋支配運動ニューロン活動に対する岐筋，顎二腹筋・顎舌骨筋筋枝神経および舌神経

刺激効果は促進一抑制であった。 以上より三叉神経第二，第三枝は口輪筋支配運動ニューロンと多シ

ナプス性に結合しており，また顎筋中の高閣値求心性神経を介して興奮一抑制効果を受けていること

が明らかとなった。以上 1) ヒトでは各種口顎運動の際，口輪筋は舌骨上筋群と共に働らく傾向がある。

また口輪筋と岐筋は特定の顎運動に際し相反的な活動パターンを示す。 2 )顔面神経中の求心性神経

は顎筋支配運動ニューロンと多シナプス性に興奮ー抑制のシナプスで結合している。 3 )口輪筋支配

運動ニューロンは顎筋中の高閲値求心性神経を介して興奮-抑制効果を受け，また三叉神経第二枝，

第三枝と多シナプス性に結合している。

論文の審査結果の要旨

本研究は口輪筋と顎筋との聞に存在する機能的相関とその機構を分析したものである。特に，顔面

神経中の求心性神経線維を介する情報が顎筋支配三叉神経運動ニューロンに対しいかに働きかけるか，
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および三叉神経を介する求心性情報が口輪筋支配運動ニューロンに対してどのように働きかけるかを，

神経生理学的に明らかにしたD この点，この論文は口腔生理学的に極めて価値ある業績として高く評

価できる。よって歯学博士の学位に十分価するものと認める。
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